
ＮＰＯ法人ノーベル(大阪市中央区、代表理事：高亜希)は、2014年10月、有限責任 あずさ監査法人（東京
都新宿区、理事長： 内山英世）と病児保育法人契約を締結いたしました。４大監査法人では初めての取り組み
で、あずさ監査法人の従業員は、安価にノーベルの病児保育サービスを利用することが可能となります。
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大阪の訪問型病児保育ノーベル と あずさ監査法人が法人契約締結
個人の病児保育利用料の負担軽減！

～法人負担で、入会金の全額と月会費の半額が無料・保育料を安価に利用可能～

報道関係者各位

特定非営利活動法人ノーベル http://nponobel.jp

■ 働く子育て世帯が抱える最大の悩みは、子どもの急な発熱。

病児保育とは、子どもが熱を出したとき、働く親御さんの代わりにお預かりすることです。３７度５分以上
の熱を出すと保育園では預かってくれません。しかし、病児を預かる病児保育施設は、安定した運営が難しく、
経済的自立ができないため、病児保育施設は全国で約８００程度と極めて少ないのが現状です。子どもの熱は
突発的なので、安定した収入確保が困難で、また行政からの補助金には規制があるため結果的に赤字になると
いう矛盾したものとなっています。

そこで、NPO法人ノーベルは２０１０年2月、地域の子育てベテランママが小児科医と連携しながら保育をする、
従来にはなかった新しいタイプの共済型・地域密着型病児保育を事業化し、現在約460世帯をサポートしてい
ます。

■ 提携サービス内容

・会社の負担により 入会金の全額および月会費の半額が無料
・サービス提供エリア外も特別対応

■ あずさ監査法人について

4大国際会計事務所のひとつであるKPMGインターナショナルのメンバーファーム
として、全国主要都市に約5,200名の人員を擁し、監査や各種証明業務をはじめ、
株式上場支援、財務関連アドバイザリーサービスなどを提供しています。

【URL】 http://www.kpmg.com/jp/ja/about/azsa/pages/default.aspx

■行政・企業・個人で助け合って、社会全体で子育てを。

一方で、補助金を受けている病児保育施設に比べると、利用者の経済的負担が大きいのも事実です。2013年に
は寄付で支えるひとり親向け病児保育「ひとりおかんっ子応援団プロジェクト」を開始、2014年春からは淀川区
からの委託事業として、通常の半額以下で利用可能な仕組みを導入しています。「人と人とが助け合う仕組みを
作り、世の中を変える」という弊団体理念の下、利用料の一部を行政や企業等、社会が負担し、社会全体で子育
てを応援する仕組み作りを、今回のような法人提携を通じて、さらに実現してまいります。

ノーベル説明会開催のお知らせ

利用希望の方には説明会への参加をお願いしています。
ノーベルホームページより、ご希望の日時を選択しお申し込み下さい。

説明会開催日：1月20日（火）／2月7日（土）
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